
清瀬市下水道プラン２００９（素案）に対して提出された意見等の概要及び提

出された意見に対する清瀬市下水道プラン策定委員会の考え方 
 
 平成２１年１月１０日から１月２９日までの２０日間において、清瀬市下水道プラン 
２００９（素案）に対するパブリックコメントの募集を行なった結果、１名（団体等含む） 
の方から７件の意見等が提出されました。 
 そこで、これらの意見を適宜要約し、類似項目ごとに整理したうえで、意見に対する清

瀬市下水道プラン策定委員会の考え方を取りまとめましたので、清瀬市パブリックコメン

ト実施要領第８条及び第９条の規定により次のとおり公表します。 
 
《意見の分類及び件数》 
① 維持管理に関するもの    ２件 
② 雨水事業に関するもの    １件 
 ③ 現状と課題に関するもの   １件 
④ 経営に関するもの      ３件 
 
《提出された意見等の概要及び清瀬市下水道プラン策定委員会の考え方》 
 ① 維持管理に関するもの 
提出された 
意見等の概要 
<件数１件> 

 下水道事業の将来像は建設だけではなく、維持管理に力を入れること

も大事であると思う。 
プランでは目指す方向は一応示されてはいるが、具体的にどうするかが

あまり見えない。 
維持管理にもっと取り組んでほしいし、プランにその文言が欲しい。 
 

委員会の 
考え方 
 

40、41ページに記載しておりますとおり、計画的な維持管理を行い、

改築・更新の取り組みを行っていきます。 
 

提出された 
意見等の概要 
<件数１件> 

 老朽管というが、管種により耐用度が違うし、流域本管と違って管内

に下水が浸っている度合いや硫化水素の発生状況の違いが侵食に影響

するので、一概に年数経過でなく、市下水道の特徴や現状をよく理解把

握した上での計画であって欲しい。 
 

委員会の 
考え方 
 

 40、41ページに記載しておりますとおり、下水道管の経過年数は一

つの指標と致しまして、点検・調査により異常箇所を把握し、適切な維

持管理に努めていきいと考えております。 
 



 ② 雨水事業に関するもの 
提出された 
意見等の概要 
<件数１件> 

 本市の雨水対策は、新規事業と共に日頃の排水管理が大事であり、既

設の内水排除施設の管理･啓蒙（＝PR）などを徹底する文言（決意）が
欲しい。（畑地などの土が強風で運ばれて側溝（U字溝）に土砂が埋ま
っている箇所が見られる。） 
 汚水管や桝は原因者がいて排水設備業者と直接に不具合に対応する

が、雨水に関しては重要施設なのに管理が曖昧のように見える。 
 プランの整備目標では、浸水対策なのか、下水道施設の維持管理なの

か、雨水の維持管理体制も明記して！ 

委員会の 
考え方 
 

 35ページに記載しておりますとおり、公共下水道としての雨水事業

については、これから整備を進めていくこととしております。 
 

 
③ 現状と課題に関するもの 
提出された 
意見等の概要 
<件数１件> 

市の下水道は、どのような特徴を持った施設なのかを示して、これか

らのプランを語って欲しい 
 

委員会の 
考え方 
 

汚水事業の特徴として、市内の地形は平坦であり汚水中継ポンプ場も 
なく、流域下水道幹線も柳瀬幹線、黒目幹線が市内を縦横断しています。 
 このことから、管きょの接続が容易であり、汚水の滞留時間が短く他

市と比較し、管路の腐食が進行しにくい特徴を持っております。 
【3ページに、汚水と雨水の現状を述べておりますが、概ね整備が完

了した汚水についての特徴を追記いたします。】 
 

 
④ 経営に関するもの 
提出された 
意見等の概要 
<件数１件> 

 上下水道課の仕事には下水の計画調査は明記されているが、管理部門

が見当たらない。職員が７人と少ないのは分かるが・・・ホームページ

（HP）の組織に明記を！ 
 

委員会の 
考え方 
 

ホームページで、組織規則を掲載しておりますので、そちらでご確認

頂ければと思います。 
【ホームページ ⇒ 例規集 ⇒ 目次検索 ⇒ 第 3章 行政通則の第 1節 
組織・処務 ⇒ 清瀬市組織規則】 



提出された 
意見等の概要 
<件数１件> 

経営については、99.9%は人口普及率であり、実際の水洗化率を伸ば

すことが単価を下げることとなり、河川の水質改善に寄与することでも

ある。これも管理部署の大事な仕事である。 

委員会の 
考え方 
 

32ページに記載しておりますとおり、水洗化率の向上は、河川の水

質保全、下水道経営の観点からも重要であり、引き続き水洗化率向上に

向けた啓発活動等の取り組みを行っていきます。 
 

提出された 
意見等の概要 
<件数１件> 

 資源･空間の有効利用では、地域のエネルギー循環で、以前焼却時の

蓄熱供給事業が話題になった。 
こういったことに限らず、市の下水道が持つ特徴や果たしている事項を

もっと発表・PRして、住民参加に力を入れて、イメージをアップさせ
ることが７人以上の力となると思うが如何か？ 
 

委員会の 
考え方 
 

20ページの基本理念に示すとおり、他部局や市民と連携し、下水道

事業に取り組んでいくことといたします。 
 

 
 
 
 
 
 
 


